
先 － 5 － 3  

20．3．12  
先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

先進医療名及び適応症   

強度変調放射線治療（限局性  

！  

5  五   の固形悪性脛動こ係るものに  保険収載へ  
限る．）  

循環器科  
胎児心超音波検査（産科スク  

又は小児  
科が実施   

1  

要     する場合   要  ■  要  循環器科又は小児科及び産婦人 科  要  雲  要  不 要  
6  六   リーニング胎児超音波検査に おいて心疾患が眉く疑われる 症例に係るものに限る 産婦人料亭門医   は常勤医  

【  

．）   
師1名以  
上   

内視鏡下小切関泌尿器膿瘍  
7  七  

腎幡ヰ、前立腺がん又は副官  保険収載へ  

脛軌こ係るものに限る．）   

内視鏡下鼻内副1腔事前に  
おける画像支援ナビゲーショ  

8  八    ン（慢性副鼻腔炎、副▲腔のう  保険収載へ  
胞又は1副鼻虐油性腫瘍に  
係るものに限る。）   

の扱血的   
9  九  保険収載へ  

1  

先天奇形に係るものに限る。）  
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20．3．12  

先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

ト冥施責任医師   の要件  Ⅲ 医療機関の豊作  
当該  【   緊  

当該  急  

要                        診療科  資格  

診療 科の   当該 技術 の    技術 の経 誅症   当該 技術 の結 験症   その他  実施診療科   l 他診療科の医   看三猛配   その他医療従 事者の配置    ‖ H n 病床数F  

桧原手斗  当直体制  
経験 年致  芙   

年数  施  No．    先進医療名及び適応症  休  
手 術 の  u l 院 内 検  他の医療機 関との連携    保 守 管＝  

町  
1∃■  直  者］  ‖  制  し  

円   
内容   

要 件  内容  要 件  内容  要 件   年 数 以 上  要 件  山 年 致 以 上  要 件  円 例 以 上  要 件  円 例 以 上  内容  要 件  内容  要 件  内容  要 件  看 三豊  要 件  内容  要 件  （）床 以上  要 件  

件   件   】要 弓   

u  u   u   u   ‖  

j  弓  缶】聖書員会による書  変体制  医療安 全管理 委員会 の設置  ‖ 医療機関 としての 当該技術 の実施症 例数    書その他萱琴    ‖   密その他    E審査開催の条件  要件貢 n   口 症 例  H 内容  要 件      h         u  

ト   
インプラント義歯（顎骨の過度  

‖   函紐なものに限る。）   Ⅷ   
廟  

”  ‖  

顎頻面補綴（腫瘍手術、外傷 及び炎症その他の原因によリ   
十  要  常勤医師 又は常勤  不  要  †5  u 劃 ” H  要  形成外科．歯 要事斗又は歯科   要   F2名以上   ”   

12  

】  

保険収載へ   十  培養細胞による先天性代謝異 常診断（胎児又は新生児に係 るものに限る。）  
顎関節症の補綴学的治療（顎  
関節症（顎関節内陣、下顎頒  補綴歯科専門医  

” 要  】3  十    の著しい変形及び顎関節円板 の断裂を除く。）に係るものに  芸   

】   

川 旧 ‖   “  
限る－）   科口腔外科   ■l－！■‾三■  

溶血性貧血症の病医解析及  
14  十    び遺伝子解析診断法（先天性 の  

四    溶血性貧血に係るもに限  先進医療から削除へ   

る。■）  

I I 整形外  権皮的埋め込み電極を用いた  医1名  緊急事術  

のに限る。）  
15  十   ”  不    要軒 要     u  要  ‖   の実施休  

要  常勤医師 2名以上  要  麻酔季斗1 名以上   不 要    不 要  要  l  要  16  ＋ 六  人工括約筋を用いた尿失禁の 治療  要  要  泌尿器科  要  泌尿器科専門医  要  5  要  ■  要  凋  
7要     n  雲  轟   酢   

先進医療から削除へ   1丁  十 七  人工中耳（慢性中耳炎その他 の原因による難聴lこ係るもの に限る。）    ‖  し  lこ限る。）  ‖   
英物大脇器立体モデルによる  
手術計画（頭蓋顎蘭面領域の  

＋  
円   八    、 は骨靂臥四肢骨若しくは脊椎  保険収載へ   

の骨格に変形を伴う疾患に係  
るものにJ現る。）  

歯周柏種市生誘導法（歯周疾  
19  十    患による根分岐部病変又は垂   

九    直性骨欠損に係るものに限  保険収載へ   

る。）  

接着ブリッジによる欠損捕縛  
20     並びに動揺歯冠定（少数歯欠   

十    損又は動揺歯に係るものに限  保険収載へ   

る。）  

光学印象探特による陶村歯冠  補繊歯科専門医  不  
21  十   修復法（歯冠部劇蝕の修復に  

要巨  要  3  要  ロ  u 闇  

要  
係るものに限る。）   療専門医  】   不 要   旧 n   要  不 要    雲上   不 要∃  不 要   ・主・  ■主’  歯科  
ら性腺機能不全の早期診断法   

22  十  先進医療から削除へ   

≒二  

2  
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先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

Ⅰ．巽施壬1董医師の要件  Ⅱ．医僚機朋の妾件  皿．その他の妾件  

当該  緊  
当重責  急  保  

医療安  

要 件  資格  診療 科の 饉躾  診療科  当直体制     手 術 の 実  
年数  施  

N亡l．   年数  
委員会 の設置   

体  制   号   直  看〕  
し  制   

‖ 年  

頻回の美 綬章E昔    ー子の他～  

内容  妾   看   要   内容  革   （）床 以上  要  
吉 内容   要 件  内容  要 件    数 以  件   筏   件  件      件   内容   件   

上   
要   内容  要 件  要 件  要 件  連携の具 体的内容  辛 件  要 件  審査開催の条件  要件  要 件   症 例  内容  要 件  四 症 例   月 間  内容   

経皮的レーザー椎間板減圧術 （内視鏡下によるものを含み 

常勤医師  
要   3名以上   要  不 要    要  臨床工学 技士  要  l  要  整形外科又は脳神経外科  要  要  要  不 要  ・主・  不 要  要  要  10  要  ー  6  】   

限る。）   
23  十   、 稚間橋ヘルニアに係るものに   要  妻  雲形外科又 は脳神経外 科  要  整形外科専門医 又は脳神経外科 専門医  不 事    要  ロ  要  10  要  】0  

エックス縛透視下非観血的嘩  口腔外科専門医  常勤歯科   
妾   医師2名 以上   要  要  t5  不 要  要    要  歯科又は歯科口腔外科   不  要  要   要  不 要  要  要  10  要  1D  2   

る，）に係るものに限る．）   
之4  十 四   石綿出術（噴石症（唾石と導管 堂との癒着がないものに限   要  要  歯科又は歯 科口腔外科  要   又は歯科放射線 専門医  事  5  要  5  要  5  不 要  

造血器腫瘍細胞における薬剤  病理検査  

H  

耐性ii伝子産物P糖蛋白の測  
不  

喜  
25  十 五    定（白血病、悪性リンパ腫又は 多発性骨髄腫その他の造血  要  常勤医師 1名以上  要   部門が設 覆され痛 理医1名  

要  不 要  妻  不 要  要  不 要  要  要   
器悪性腫動＝係るものに限  
る．）   

以上   
不 要  肘   

スキンドファイバー法による悪  
性高熱症診断法（手術が予箋  

28  十 六    されている看で、悪性高熱痘 が強く疑われる者に係るもの  要  常勤医師 2  不  不 要    要  麻酔科   要  名以上   要  要  要要   緊急手術 の実施体 制  要  要  必要なときは必ず 事前に崩催する  要  要  〇  
不 要  m   

不 責    不 要  
に限る。）   

血小板牒糖菜白異常症の病  
聖及び病因診断（血小板精力  先進医療から削除へ   

27  十 七    症又はベルナール・スーリエ 症候群に依るものに限る 

。）  

焦点式高エネルギー超音濾傾  
28  十  

八  
保険収載へ  

レーザー応用による山蝕除  
去・スケーリングの無痛療法  

ヱ9  十  
九  

保険収載へ  

る，）   

）  

オープンMRを用いた腰椎稚  
間柘ヘルニアに対するヤケ   
レーザーによる総皮的椎間板  

30  十  先進医療から削除ヘ  
（鎚接が完全脱出でないヘル  
ニアに限る．）に係るものに限  

る．）  

顎関節餞視下レーザー手術儲  
用による円板縫合固定術（顎   

1  

31  十    関節脱臼又は顎関節内陣のう ち円心とした顎関節内  
横を中  先進医療から削除へ  

部の軟絹絶に異常を伴うもの  
に係るものに限る。）  

【拝酔科医  
1名以上  

及び放射  皿  

要  常勤医師 1名以上  要     線科医1 名以上， 病理検査  内科、呼吸器科又は外科並びに 放射線科及び蘇酔料  ・≒・  要  要  
32  十  肺腫瘍のCTガイド下気管支幾 検査  睾  要  不 要    要  診療放射 繰技師  不 要    要  事前に開催する   

部門が設  
置され病  
理医1名  

先天性血液戯画異常痘の遺  
伝子診断（アンチトロンビン欠  
乏症、第Ⅶ因子欠乏症、先天  届出後当該療養  遺伝カウン  

妻  常勤医師 1名以上  不 要  不 要    要  臨床検査 技師  不 要    要  内科又は小児科  不 要   要  ■   セリングの 実施体制  
33  十     性アンチトロンビンⅢ欠乏症、 先天性ヘパリンコファクターⅡ 欠乏症又は先天性プラスミノ  要   

前に開催する   が必要   
ゲン欠乏症に係るものに限  
る．）   

川 ”   芸 旧  軒1  

3   



先 － 5 － 3  

20．3．12  
先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

Ⅰ 実施貰任医師の要件  ［ 還す 機関の豊件  

弓当該  
当該  幅  

診療 科の 経験 年数   当該 技術 の 接写莫 年数 H    技術 の権 挨症 例数 実施 者〔術 者］   当三去 技術 の綬 験症 例数 助手 又は 横着  

要 件  資格  ＋＋＋＋＋  当直体制     院 内 模 査  他の医療櫨 関との連携 休刊   
上ヒ  の医師数  

No．   示   先進医療名及び適応症    の 見  
番  ’弓■  直  

1  

し  
円   

内容   要 件  内容  要 件  内容  要 件   年 故 以  巨容  要 件  看 謹  要 件  内容  要 件  （）床 以上  要 件  手芸 件  
上   

十  顎関節脱臼内視鏡下手術（晋 慣顎関節脱臼に係るものに   

】   性  】  牛推医療かこ削除へ  

ⅧL 子・のイ   の妾倖   

医療安 全管理  医療蔑関 としての  

硝  

続報告   
当該技術 の実施症 例数   

手芸 件  審査開催の条件  要件  ・墨 ■・  内容  亡  円 月 問  ‖ ‖ 」内容   
】3ヰ1  甘  

四   

35  十  不  
要  五   科   内科、神経内 科又は小児   要  神経内科専門医、 小児科専門医又 は臨床遺伝専門 医  不 要    要  3  要 l  2  不 要  r L   要毎 H  不≧ 要⊇   u 芸巨  不 要  n 要弓帆神経醐又は小鯛   u と不 摩  弓 ；不 渾     不 要 M   

要  u   

SD】法による抗がん剤感受性  
36  十  一部 保検収載へ   

六  

37  十 七  

保険収載へ  

三   
コ8   

保険収載へ   

三次元形状解析による顔面の  
不   要  不   

要  要   ‡ド  39     形態的診断（頭蓋．陶面又は  要  要  u Ⅷ 榊 u  科又は歯科 口腔外科  
1 】r  形成外科、臆 神経外科、小 児外科、娘  要  形成外科専門医、 脳神校外科専門 医、小児外科専門  要   4   要   ■  要  5     ‖ 】 1 】  ” 1     常勤医師 又は歯科  ＝ 【芸喜 Ⅷ   ‖   弓 ⊇不            形成外科、脳神結外科、小児外 科眼科耳鼻咽喉手斗又は歯科  不  ‖ ‖ H  不  芸巨芸    巨  

マス・スベクトロメトリーによる  
家族性アミロイドーシスの診断  

40  四 十    （トランスサイレチン異常による 家族性アミロイド 先進医療から削除へ  
ーシスに係る  

ものに限る。）  

抗がん剤感受性試演（進行胃  
がん、大腸がん、食道がん、  
頭頚部進行がん、進行乳が  

41  四 十     ん∴削ヒ器がん、肺がん、が ん性栴 
・腹月真炎、子宮頚・体が  

一部保険収載へ  

ん又は卵巣がん（胸水又は腹  
水例を含む。）に係るものに限  
る。）  

” ‖   
42  四 十  子吉項部前がん病変のHPV  要  産婦人科専門医  不 要    要  l  要  n 巨要   

病理検査 部門が喜受 置され病 理医1名 以上  不 要    不 ⊆要  1   

芸  】 妾弓産婦人科  
ーDNA診断   n 1  

【1  

43  四 十  不整脈疾患における遺伝子診 断（先天性QT延長症候群に 係るものに限る 保険収載へ  
．）   

4   



先 － 5 － 3  
20．3．12  

先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

消化器科又は外科及び麻酔科   

ト   

保険収載へ  

内科又は消化器科並びに外科及  

5   



先 － 5 － 3  
20．3．12  

先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

の要  Ⅲ そ   の他の要件  

当三夫  「「  
当該 診療  

資格  診療科  要 件  料の 雲  
経験  

離 ほm    他の医療機 関との連携 休制  

当直体制                 覧・三・・・ 委員会 の設置  続報  
年数  

No．   直  者〕  
し  

口  

要 件  内容  要 件  内容  要 件  円 年 数 以 上  要 件  円 年 数 以 上  要 件  口 例 以 上  要 件  口 例 以 上  内容  要 件  内容  ・三・ 2  内容  要 件  署 護  要 件  内容  要 件  （）床 以上  要 件   

内容   ‖   

要【要 書件ミ件   要 件  連携の具 体的内容  要 【件  三顎 件  件   
l】  内分泌代班科専  ”  ‖   

内科、神経内  

＋＋★ ‖   

に係るのに．   55 n  五 十 五  ミトコンドリア病のD卜」A診断 （高乳酸血症その他のミトコン ドリア機能低下が疑われる疾 患も限る）  要  要   r不  渾  

前に開催する   

⊆  【  u  鏡視下肩峰下腔徐圧術（透析  
五  不  て0  

科   不  のに限る。）   

r  

劉   
≠   ンテントン舞踏病、脊髄小脳変  

常勤医師  

四  
1   ト   係るものに限る．）   H ‖ n   

神経内科専門医、 小児科専門医又 は娃床遺伝専門 医  不 要   】 【  】 要  l     】 】要   2∈芸           2名以上   拝  
畢  n  ・  n  

五  
58   保険収載へ   

八   

植術（再発翼状片、角膜上皮  
欠損（角燥移植によるものを含  
む。）、角膜穿孔、角店化学腐  

五  
ティープンス・ジョンソン症候  田   十 九  
療痕期その他の重症の癌痕  
性角精膜疾患を含む。）、楕膜   

】   

上皮内過形成又は増援円空瘍  
その他の眼表面疾患に係るも  
のに限る。）  

60  六  

十   

脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨  
q  六 十   全摘術（原発性脊椎腫瘍又は 転移性脊椎腫凱二係るものに  

限るb）   

31燐一磁気共鳴スペクトロス  
コピーとケミカルシフト画像に  

62  六 十    よる糖尿病性足病変の非侵袈 的診断（㌍尿病性足病変危険 群と考えられる糖尿病患者に  

係るものに限る．）   

田  六 十  特発性男性不妊症又は性腺 機能不全症の遺伝子診断   
先進医療から削除へ  

64  六 十  先進医療から削除へ  
Eg   

6   
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20．3．12  

先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

整形外科及び麻酔科   

整形外科及び麻酔科   

消化器科又は外科及び麻酔科   

先進医療から削除へ  

‾1  



先 － 5 － 3  
20．3．12  

先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

七 十  
76    六  

一部 保険収載へ   
膜炎に係るものに限る。）  

旧   家族性アルツハイマー病の這  要  ‖ 要  内科、精神科 正  要  望淫違粗悪日医不     要  ■  要ヨ2   ∵ 
膀胱尿管逆流症に対する腹腔  

七  78   十 ハ   鏡下逆流防止術（膀胱尿管運 流症（国際分類グレードⅤの 高度逆流症を除く。）に係るも  
のに限る．   

79  七 十  

九   保検収載へ   

塘腰芸‡ 、 

渾  B口  ハ 十  三次元再構築画像による股関 節疾患の診断及び治環  芸糎梱糎外科専門医芸瞞要欄  】 橿1芸1L芸                      山 1窒†整醐葦扱び蘇軌  ‖ 封1要1要    芸  
妻   

泌院生殖器腫癌の後腹膜リン  
此   パ節転移に対する腹腔鏡下リ   

Bl  八 十    ンバ師部清術（泌尿生殖器腫 瘍のリンパ節転移例又は画像  蛮   
上リンパ節転移が疑われるも  n u  

のに係るものに限る。）   ⊥   
HLA抗原不一致血縁ドナーか  
らのCD34陽性造血幹細胞移  

H 郵 r †  

ハ  

要   

拙               要l             と 川 要泌尿器手斗及び麻酔科 要ぎ内手斗又は小児手⊥  
要芸∃  

られない小児のがん、責任治性  
1 要芦  造血障害又は免疫不全症に  

係るものに限る。）   

n u 要   

語根絶間祐ヘルニ7に対する  
ヤグレーザ一による鰻皮的椎  
間板減圧術（CT透視下法）  

1  

（頚椎椎間板ヘルニア（画像診  

専門医  

8Z   
に抵抗性のものに限る。ただ  
し、後縦堺市骨化症、脊椎管  「  
狭窄状態又は脊椎症厳のある  

l  ものを除〈。）に係るものに隈  

る。）   

～要曇  

巨ヨ  H  弓  』  H        要ぎ   （ ‖ 要き ； l  ／ 

活性化血小板の検出（急性期  
八  

84   十  先進医療から削除へ  
四  

るものに限る∧）  

ケラチン病の遺伝子診断（水  届出後当該療盃  
85  八 十  不  

要  芸弓 H  u 不 要   五   癌聖域撥様紅皮症又は単純 型表皮水病症その他の遺伝 子異常に係るものに限る 
b）   ≡芸】    圭■ ●・－■  ≡    ・     u 要j U H  Ⅶ  雲イ堰 ‖ 担    を初めて実施す るときは、必ず事 前に開催する  

mその他     hの隻件   

医療 全管 委員  
の拉  欝  

H  き n  

田   
審査開催の条件  

要侍   間   

が必要   

8  
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先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

1  

保険収載へ  】  

保険収載へ   

9   



先 － 5 － 3  

2 0．3．12  
先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

Ⅰ 美方観宣佳医師   の要件  Ⅱ  僚機関の要件  

黒 急  
l H   

要 件  資格  診療科  当直体制     手 間 の 実  当主亥 診使 葦斗の 結城 年数     儲 の 綬重奏 年数  
No．   

庵   
実 者  

直  者   施 体 制   
し  

内容   

‖  【 H ‖  要 件  内容 L  要 件 【  要 件  要 件  連携の具 体的内容  件  墨 仲   

に基づくテーラーメイドのヘリ  

L無】    ‖ 要  ■  ‖  

不 要    不 要  芸書  要   
”   n H 】 要  臨床検査 技師  堅芸  “     要   消化器車斗  巨孝三 川  96  九 十 六  C◆Y’P2C19遺伝子多聖検査  コバククー・ビロリ除菌療法（へ リコバクケー・ビロリ感染を伴う 胃潰瘍又は十二指腸潰瘍に 係るものに限る。）    要  ” 消化器手斗  “ 要  u 消化器病専門医  】           要  ■  ‖ 不 要       要  ‖  常勤医師 1名以上   ＝  ”  

円  

非生体ドナーから採取された  
同種骨・靭帯組織の凍楕保存  
（骨又は靭帯の再建術であっ  
て、先天性疾患、外傷性（欠場  

弓  
組】戟移植  

九  
97   十 七      性又は感染性偽関節に係るも のに限る．）、骨腫瘍切除後、 関節固定柄時若しくは人工関 師直換怖時（初回又は再置換  要   要   を専ら担 当する者 が配置さ  

師直換怖時（初回又は再置換  

】          れているこ と。   u 十十  

術時に限る。）の広範囲骨欠  
i要 H ヨ  

損、脊椎画定術時の骨融合促  

‖ ‖ u  

進又は訊帯断裂による関節不  u  

L  

安定性に係るものに限る。）  

】 】 ‖ m  【   ‖  

当該技術  
‖  

X線CT画像診断に基づく手術  
n   

看旺師又  

l  

】 ∃要  

本歯科保  n  

98  要  …＝  
門医を含   不 要     要    は歯科衡 生士1名 以上   不 要       巨要鮒  

の経真実を 3年以上 有する日     Ⅷ 【 芸巨  

l   r   

】   姐   ぎ芸  

倫理委員会による書  重体制   医療安 全管理 委卑会   弓   

要  

投 咋  審査開催の条件  要件  朋  内容   件  国  

不  

96  九 十 六  係るものに限る 

d）  i   要  消化器手斗  要  消化器病専門医  無  1 1   要  ■  要  ■  不 要        常勤医師 1名以上  不 要 ‖  不 要     H 】 要  臨床検査 技師  不 要     要  浦化器車斗  

要    田   不 要  
‖  

非生体ドナーから採取された  
同種骨・靭帯組織の凍楕保存  

n ‖      ‖ ∃  
（骨又は靭帯の再建術であっ  
て、先天性疾患、外傷性（欠場  組】戟移植  

九  
要  整形外科  常勤医師 2名以上  要   要    l  要    整形外科   ‖ ‖ 】要      要  n u n 渾  芸         ‖  ‖ 臼  

】    要  
術時に限る。）の広範囲骨欠  5  要  【5弓要 Ⅷ  ∈  
損、脊椎画定術時の骨融合促  ‖ 】要  
進又は訊帯断裂による関節不  u  

L  

安定性に係るものに限る。）  
Ⅷ  【   ‖  

当該技術  

X線CT画像診断に基づく手術  

j j 看旺師又  

5 【  ‖ ⊇ 】 要∃3   ・主・ 貞  5  】 】 要巨  

九 十 八  不 要   r u  u  庭 n   妄芸芸     要  

は効果が認められないものに   む常勤倭  
係るものに限る。）  

n 【  

科医師2  
名以上   Ⅷ  

定量的CTを用いた有限要素  L  ‖  
九  

99   ＋ 九  

ト   
不  巨  

川 r  

ロ ≡要    常勤医師 1名以上  不 要   

は骨禄炎掻爬術後の症状に  
係るものに限る．）  

100  百  膀胱水圧拡張術（問質性膀胱 炎に係るものに限る．）    要  泌尿器科  要   ‖  ‖ 潤糾即医要  ‖   5  要  n l  要 H n  5  不 要  l 【   ト 【要   常勤医師 「名以上  要  麻酔科医 「名以上  要  10  不 】要  渾  
要  

ト 要   
常勤医師  
2名以上  n  n  □  要  泌尿器 】01  百  色素性乾皮症に係る遺伝子診 断    要  皮盾科  要  皮膚科専門医又 は臨床遺伝専門 医  要  5  ・主・  3  要  3  不 要  

芸⊇   ” 不 要 n  要 u  団   要 Ⅷ  

小児科専門医、小  

掌  n 凹 常勤医師 1名以上  不 要  102  百  先天性高インスリン血症に係 る遺伝子診断    妻  小児孝斗又は 小児外科  要   児外科専門医又 は臨床遺伝専門  
不 要    i 軒 n   不 要  

置   
・壬・ ・＝・    臨床検査 技師 ‖  不 要    妾  1 小児科又は小児外科  

j I 
∈・   

”   
】  

【巨  

：S⊂   川 二一  

103  百   
医   

芸巨要    看護師又 は歯科簡 生士1名 以上  不 要  

∃芸   

芸  

∃ H u ‖      ‡ ‖ ‖   
n m  
L弓；  要  

喜≡f票」  

ときは必ず  
開催する  

を初めて実施す  届出後当該療養  るときは、必ず事  
前に開催する  

要要 3  

届出後当該療養  i封云カウン  

セリンケの 不  
実施1太利 卜妾  

要要1  
前に開催する   が必要  

要。 如。6   

10  



先 － 5 － 3  
20．3．12  

先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

Ⅰ，実施11士医師   の豊作  止．医環環闇の要件  Ⅲ．その佗の要件  

当該  緊  

当該  
急  
手  保  
術  医療安 全管理  

要 件  資格  診療 科の 経験  診療科  
年数  実 施  

N0．   年数  制   
号   宜  者］  

体  
し  制   

H   
内面  辛 件  看   事   内容  辛   （）床 以上  要  

当直体制       の  

要 件  内容  要 件   内容  要 件   年 数 以  旺   件  件      件   内容   件   
上   

要   内容  妻 件  要 件  要 件  連携の具 体的内容  要 件  輩 件  審査開催の条件  要件  要 件   症 例  内容  要 件   症 例   月 間  内容   

セメント除去術を伴うセメント  
固定人工股関節再置換術に  

104  百 四    おけるコンピュータ支援フルオ ロナビゲ 要  常勤医師 2名以上  要  蘇酔科医 1名以上  妾  10  要  臨床工学 技士  妻  200  要  整形外科及び麻酔科   要  要  要  不 要  要  不 掌  要  要  3  
ーション（人工股関節  

不 票  のたるみに係るものに限る．）  

105  百 五  腹腔鏡下置場固定術（直腸脱 に係るものに限る，）    妻  外科  要  消化器外科専門 医  要  10  要  3  要  3  不 要  要  常勤底師 2名以上  要  麻酔科医 1名以上  要  10  要  l臨床工学 技士  掌  ZO  要  外科及び蘇酔科   

要    要  要  不 要    要  不 要  要  要  10    要  5  4 ‖  

麻酔科医  
1名以上。  

内視鏡下頚部良性杜瘍摘出  外科専門医又は  
不 要    要  外科又は耳鼻咽喉科及び麻酔科  要  要  要  不 要  要  要  必要なときは必ず 事前に開催する  要   要  1D  

に係るものに限る．）   106  限   術（致部良性膿瘍、／くセドゥ病   要  要  外科又は耳 ▲咽喉科  要   耳鼻咽喉科専門 医  不 要    要  5  要  20  不 要  要  常勤医師 3名以上  妻    病理検壬 部門が投 覆され病  

理医1名  

要   

以上   
10 ！  6  】 】   

皮膚軋放射線科及び麻酔科   

童形外科及び麻酔科   

11   



先 岬・三～ ■舶 3  

2 0．3．12  
先進医療施設基準（要件）一覧表（案）  

l．実施：浄任医師の要件  

】  当該  
当該  

F   

診療  
診療科  

科の 栓抜 年数  の要件  N0．    示 番  一号   直  者コ  休毒 舶  
し  

要 件  内容  要 件  内容  要 件   年 数 以  内容   
田    上  要 件  円 年 致 以 上  要 件  円 例 以 上  ▲三・ 件  匂 例 以 上   要 件   ‖   

】 】     u   ”   ”   u  【麻酔科医     l  l  当直体制    歪】査  
筋過緊張に対するマッスル・ア  
ファレント・フロック（MAB）冶  n 要  

要  緊急事絹 の実施休 刺  
‖  

1 l ”  r要 ‖    常勤医師 2名以上  要 ‖ ‖  芸雲1名】【     不 要 ‖ H  

胸部悪性腫矧こ対するラジオ  麻酔手斗医   l】2  限 七    療（ジストニア、癌性麻痺その 他局所の筋過緊張を呈する病 態に係るものに限る白）  要  要  ‖ 内科又は神 権内科  要  L 神経内科専門医  ∃不 ；要 ）  ≧重要 n   ロ  要  5  不 要  波焼灼療法（胸部悪性腫痔  
（従来の外科的治療法の実施  

113  限 iハ     が匝雑なもの又は外科的治療 法の実施により根治性が期待 できないものに限る 

。）に係る ものに限る．）  要  要   科   
腎悪性腫瘍に対するラジオ波  】 不； コてJ    巨要  ‖  内科又は神経内手4及び麻酔科    榔  

」   ‖ 不  使灼療法（腎悪性腫瘍（従来  」  
限  」  

要          要 』  
九  

ないものに限る。）に係るもの  

戸   

要 ‖  
に限る。）   

山  
山 ‖  

樹状細胞及びほ廃坑原ベプチ ドを用いたがんワクチン療法 （腫瘍抗原を発現する消化管 悪性腫瘍（食道がん、胃がん 又は大腸がん）、進行再発乳 がん又は原発性若しくは転移  要  

胸培養の  

要   1  

要  

∃  ‖ H 皇   115 】  隕 十 】 M        性肺がんに係るものに限る。）  要 】 】  要  内科、消化器 羊斗又は外科 E    l  消化器外手斗専門 医∴削ヒ器病専門 医．早L腺専F「医、 呼吸器外科専門 医又は血液専門 医  】 不 要  ‖ l 】 【  山 ‖ ‖ 】 臣要    5     要 】 H 璽  】 】5∈芸   1      ‖   ！要 □ H   ト 桓  ‖  要 】 H ‖  名以上        要 1 H  専任の細  担当者及 び品質管 理担当者 …が配置  L 巨芸    要 】   吼摘斗又は外手斗       】 H n      要  ” H   書 n  
麻酔科医  

外科専門医又は   ト  病理検査   u n   岳常勤餅    1名以上。   不 要  
限  内視鏡下甲状腺がん手術（甲   皿   不 要  

j    H  1       u j不 骨 W M  u  □ 要 

骨腫瘍のCT透視ガイド下経度  
不    j要 n  ‖ ‖ 5 H  】 円 要 H  ≧ 20  不 要  山  H      】          ‖ 声 n  】 芦 F    H  1        】 u 周 Ⅷ   書  

的ラジオ波快灼療法（転移性  】   司  

制御不良なもの又は要貢骨腫  117  限 十    骨腫瘍で既存の治療法によリ  （診断の確実なものに限る 

。）  

に係るものに限る。）   要  
n 川  H   

常勤医師  限 十  下肢静脈将に対する血管内 レーザー治療法（一次性下肢  要  要  外科又は心 臆血塵外＝  要  心混血管外科専 門医  要 H  ‖ 弓 ，5⊇要   3  要  】0  不 要    H “ ‖ 】   
要   3名以上  要  1l ：麻酔科医 ト1名以上  要  1D  要  臨床二等 技士  要  100  妾  外科又は心一位血管外科及び麻酔 科  ” 要芦    ‖  到 H H  要  芸  要 

巨＋＋ j  

胎児胸月空・羊水旺シャント  
n   

＝ビ・・≒芸蛋＝＝＝ナ・・；巨三ナ  
弓 口   

限  

な胸水の再貯留が認められる  
もの（妊娠二十退から三十四  

”   

119  

要ぎ  
”  

巨  

n  芦  1 : 

l  

u    戸   

j  

必要なときは必ず 事前に開催する  芸妾1〇  苓1こ】6  

要要 5  

要要卜5㌻警芸諾畏要1DC        いること   

必要なときは必ず  
事前に開催する  

必要なときは必ず に  
事前開催する  要要10  要」C＝  

必要なときは必ず  
事前に開催する  要要10r  要1D亡  

享   

12  
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